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フォー・ディー・エス 

Premiere Proで、テレビ番組の
HD非圧縮完パケを制作

　港区六本木に所在するフォー・ディー・エスは、90年の設立で「フォーディメンションズスタジオ」
というスタジオ名を持つポストプロダクション。現在、リニア編集 2室、HDノンリニア編集 1室、
MA1室、オーサリング 1室を備えている。フォー・ディー・エスにはポストプロ運営のスタジオ
事業部のほかにも、インターネット事業部があり、インターネットによる求人・求職サイトや
視聴者参加型情報サイトなどを運営している。

使用製品
・ Adobe Creative Suite 3
   Production Premium

・ Adobe Premiere Pro CS3
・ Adobe Photoshop CS3 Extended

　フォーディメンションズスタジオでは、主にテレビ番組の

制作を手掛けており、地上波デジタル放送に向けてHD化

を推進。2007年の 4月に導入したHDノンリニア編集

システムが、Adobe® Creative Suite® 3 Production 

Premiumを搭載した Bluefish444 HD | Furyだ。

導入当時、4TBだったストレージも、さらに 3TBの

追加を行っている。

　Bluefish444 HD | Furyは、10bitによるRGB/YUV

の色空間変換機能を持つ Symmetryソフトウェアを

搭載し、Adobe® Premiere® Pro が搭載しているYUV

カラー処理に対応しているので放送番組を扱うポスト

プロユースに最適だ。また、HD | Furyは 4：2：2 1080i, 

1080psF, 720pの入出力をサポートし、同時にHD

ストリームから SD-SDIへのダウンコンバート出力や

8チャンネルの AES/EBUデジタル・オーディオ入出力

をサポートしている。
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　フォーディメンションズスタジオのHDノンリニア編集室

を担当しているのが、技術部 映像課エディターの前田

幸祐氏と同じく技術部 映像課の大作（おおさく）健二氏だ。

両氏は、現在主に平日朝の情報番組『めざましテレビ』や

『TVチャンピオン 2』、『朝はビタミン！』などのレギュラー

番組を手掛けており、ほか『怪奇大家族』などのドラマや、

CSベネッセチャンネルの番組、番組のオープニング、

オンエア用映画、ベネッセこどもちゃれんじビデオ、企業

向けVPなどにも関わった経歴を持つ。

　「Bluefish444 HD | Furyを導入した理由は、HD

非圧縮が扱える点、ポストプロ工程に耐えうる高画質な

点です。また、扱う素材もHDCAMや HDVが多い

ので、その入出力に対応しているという点も重要でした。

HDVは、HD-SDIに変換して取り込みます」

　「搭載している編集ソフトが Premiere Proということ

もあり、Premiereはバージョン 6.0の時代より親しんで

きました。また、素材は主にHDなのですが、まだ SDも

存在します。タイムラインに混在できるという点も現在の

状況に適合していると思います」と前田氏は話している。

　前田氏は、フォー・ディー・エスに入社して 15年が

経過しており、リニア編集の豊富な経験を持つ。同時に

個人的にノンリニア編集を行ってきており、違和感なく

リニアとノンリニアの両方を操作する。「編集点をすぐに

探せるという点や、修正を入れやすいという点が、リニア

にはないノンリニア編集の大きな利点だと思います」

（前田氏）

　大作氏は、フォー・ディー・エスに入社して 5年が

経過。同じく、必要によってリニアとノンリニアの両方

を操作している。「編集作業工程で、取り込んだ

素材にテロップを入れることも多いのですが、これには

Premiere Pro が搭載している Title Designer を

使用します。一工夫凝らしたテロップ作成を可能として

くれます。さらに作り込みを行いたい場合は Photoshop

を使用します」と話している。
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　ほか、両氏が Premiere Proでよく使用する機能は、

トランジションやエフェクト類をはじめ、トラックマットキー、

そして属性のペーストなど。「オンエアに向けて制作

時間の短い作業では、「属性のペースト」機能をよく

利用します。以前作りこんだものと、ある程度同じ

パターンのものを再度作りたい場合、元となるクリップの

属性をコピーしてほかのクリップにペーストしていくだけ

でいいので、効率が上がります」（前田氏）

　毎朝放映される『めざましテレビ』においては、

フォーディメンションズスタジオは 3分程度のコーナー

編集を担当している。ワークフローは、まず制作会社から

素材テープとEDLデータが届けられる。それを元に、

Premiere Proで非圧縮のバッチキャプチャーを行う。

キャプチャーを行ったクリップは、カラコレを行いながら

テロップやエフェクトなどを加え、完パケを制作する。

完パケをHDCAMに落として納品形態とする。

　前田氏は「EDLを受け取った時点から、3分弱の制作

を行うのに、最終レンダリングまでだいたい 5～ 6時間で

仕上げます。クリエイティブな作業も、もちろんなのですが、

テレビ放送規準の信号レベル管理もエディターの

大切な仕事で、この部分にも時間を費やします」と話す。

　「番組を担当しているので常に時間に制限があるの

ですが、今後はシステムの機能をフルに活用して、

搭載されている After Effects などももっと活用し、

作品を作り込んで行けたらと思っています」と、

大作氏は話している。
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